
匡室国  

実態調査の主な調査項目の結果概要  
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調査番号78  
病床規模と持参薬管理の実施状況   

ロすべての入院患者   
に対して持参薬を   
チェックし、医師等   
に情報提供し共有   
している  

500床以上  

300床～499床  ロー部の入院患者l   

対して持参業   
チェックをし、医師   
専に情報提供し共   
有している   

ロ入院患者に対し持   
参薬のチェックは   
しているが医師等   
の情報提供はして   
いない   

ロしていない  

100床～299床  

50床～99床  

20床－ヰ9床   

09も  20％  40％  60％  80％  100％  

精神病床のみを除く施設 3964施設  
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調査番号78  
薬剤師1人当たり入院患者数と持参薬管理の実施状況   

ロすべての入院患者   
に対して持参薬を   
チェックし、医師等   

に情報提供し共有   
している  
ロー部の入院患者に   
対して持参薬チェッ   
クをし、医師等に什   

報提供し共有して   
いる  
ロ入院患者に対し持   
参薬のチェックはし   
ているが医師等の   
付和提供はしてい   
ない  
□していない  

51～70人  

31～50人  

0％  20％  40％  

精神病床のみを除く施設 3964施設  

調査番号31  
病床規模とハイリスク薬安全管理への対応状況  

D薬歴に基づく調   

剤を行っている  
500床以上  

300床－499床  

100床－299床  

50床～99I末  

201末～49床  

D定期的に業務手   
順書の見直しを   
行っている  

口取り扱いに関す   
る業務手順書が   
ある  

0．0％  20．0％  40．0％  80．0％  100．0％  

ハイリスク薬事故発生により愚者に及ぼす膵の大きさに柏配乱使用上及び管理上特に安品別扱いに留意する  

必要のある医薬品′抗がん剤、掩尿病治僚薬、免疫抑制剤、抗不整脈薬、筋弛緩剤など）  

精神病床のみを除く施設 3964施設  
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調査番号80  

薬剤師1人当たり入院患者数と服薬困難な患者への支援の実施状況   

／  ／  ／  ／   

100人以上  

70人～100以下  

50人～70人  

30人～50人  

30人以下   

ロ剤形の選択、   
礁下補助剤の   
使用等によ   
り、患者の障   
害の度合いに   
即した服薬支   
援を行ってい   
る  

0．0％  20．0％  40．0％  60．0％  80．0％  

精神病床のみを除く施設 3964施設  
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